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北海道教育大学旭川校における教員養成の 取 り組み
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1　 北海道教育大学捌 ll校に おける理科教員養成

　北海道教育大学は北海道内に 5 つ の キ ャ ン パ ス

をもっ 教員養成大学であるが 、 平成 18 年度より

キ ャ ン パ ス ごとに課程再編を行 い 、旭川校では各

教科教育専攻の 内容の改善 ・充実を図っ た中学校

教員養成課程を中心 とした教員養成課程 となっ た。

それ に従い 、教員養成に関するカ リキ ュ ラ ム も刷

新 され た 。
こ の カ リキ ュ ラム の 中心 と し て 、 社会

の 変化に伴 っ て学校や地域社会が求め る実践的な

指導力 の 育成が設 定され 、 これ を実現するた めに

「教育実践 フ ィ
ー

ル ド科 目」 が開設 され た 。

　教科専門科 目にお い ても、理科教員養成のため

の 充実として、教科の専門性、指導力とい っ た教

科に特有な資質 ・能力の 育成が課題 とされた。理

科で は科学的な素養として 、理科の 専門性を高め

る と同時に、自然科学に関する素材や題材を教育

内容 ・教育資源 と して どの よ うに活用す るか 、展

開す るか が 課題 となっ て い る。

2　教育実践フ ィ
ー

ル ド科目と教育実践改善チ ェ

　　ッ クリス ト

　教育実践 フ ィ
ー

ル ド科 目は、教育の 理論 と実践

とをっ なぐ重要な科 目群 として設定され、 「教育

実習」 に加 え、　 「教育 フ ィ
ー

ル ド研究」 及び 「教

育実践論」 の 三 つ の柱か らな っ て い る。これ らを

総合的に履修する こ とで 、学生 の学習意欲 と自己

成長力を高め る こ とをね らい と し て い る。

　 これ らの うち、広 く教育現揚や地域 ・社会で の

実習 ・体験 によ り、実践的能力を獲得 させ る目的

で 「教育フ ィ
ール ド研究」 が設定され、特に理科

に関係するもの と して は、旭山動物園、旭川市博

物科学館 （昨年度まで は、旭川市博物館 ・旭川市

科学館の 2 つ の 別組織）、川の お もしろ館 （石狩

川治水学習館）があ り、こ れ らの 社会教育施設な

どに お ける活動をボ ラ ン テ ィ ア と し て取組み、自

己成長を は か っ て い る 。

　 こ れ らの 教育実践 フ ィ
ー

ル ド科 目では 、 評 価方

法 の
一

部に 、 自己 評価 の 手法 を積極的に活 用す る

た め の教育実践改善チ ェ ソ ク リス トが導入 されて

い る。

　 こ の チ ェ ッ ク リス トは、教師に求め られる 7 つ

の 資質 （学習指導力、生徒指導力、教育相談力、

学級経営力 、 地域教育連携力、協働遂行力、臨床

的実践力〉を設定し、学生各 自がそれぞれの資質

の 中か ら、履修す る実習や科 FJに応 じて 、自身の

達成 日標を設定 し、履修の 前後で どの ように達

成 ・変化 したか をチェ ッ クするよ うになっ て い る。

　こ の 自己評価を振 り返 るこ とで 、学生 自身が教

師と して の 資質 と能力の 習得程度を計 り、自己評

価を促すも の とな っ て い る 。

3　 理科における社会教育施設との具体的な連携

　理科教育専攻で は、上記の教育フ ィ
ール ド研究

にお い て 、旭川市科学館、旭山動物園、石狩川治

水学習館 と連携 した活動を行 っ て い る。　
一
年間を

通 した科 目と して 、その うちの 9 か月間に 60 時間

の活動時間が設定 され、それぞれの施設で 活動を

実施 し て い る。科学館で は科学ボラ ン テ ィ ア と し

て 設備や器具 の 説明や補助、動物園 で は子 ども対

象 としたサマ ース ク
ー

ル の サポー
ト、ポ ス タ

ー作

成、治水学習館では川 下 り体験サポー
トなど、自

然や科学に関す る知識や 体験、技能 ・能力を獲得

す ると同時に、子 どもへ の 説明能力、コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力などを深め るこ とが 可能で ある。履

修 した学生 の 中に は、履修後も科学ボ ラン テ ィ ア

と して 活動を継続するもの もみられ るな ど、教育

連携の 基礎が つ くられ て い る。

　また、理科教材開発実習 とい う科 目で は教育現

場における教材開発研究 と授業実践を含 めた実習

を行 っ て い る。こ の授業で も上記の施設と連携 し

た取組み を進め、地域の 資源の 活用、教育施設の

活用 を進めるよ うに して い る。さらに JST による

理科支援員や SPP プ ロ グラム理数科教員指導力向

上研修などにも学生 を積極的に参加 、支援 させ る

こ とで、学生 ・教員 ・専門家の 3 者をっ な ぐネッ

トワ
ー

クの 構築を行い 、生涯的な教員養成を支援

で き る よ うに して い る。
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